
mO防
災
抜
本
策
樹
つ

白

書

片

貝

川

、

布

施

川

、

角

川

の

大

改

修

殉
姐
鞠

m

昭
和
什
八
年
の
元
日
、
金
光
市
長
は
水
害
復
興
防
災
策
に
つ
い
糊

崎

清

岨

似

て

各

河

川

に

、

改

良

事

業

を

施

し

災

害

に

対

す

る

抜

本

策

を

講

ず

制

隔
山
幽
似
る
と
述
。
へ

た
が
、
そ
れ
に
基
い
て
、
魚
津
を
水
災
か
ら
守
る
諸
計
制

調

離

別

画

が

着

々

と
進
め
ら
れ
て

い
る
。

別

府
劃
献
幽
酬
そ
れ
は
市
を
貫

一
占
め
る
の
で
今
度
河
川
の
殴
修
工

一
れ
/
¥
各
河
の
曲
折
個
所
を
修

岡崎
投
圃
流
す
る
角
川
、
片

一
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
こ
比
し
狭
臨
個
所
を
ひ
ろ
げ
る
な

抗

昨

紬

貝

川
、
布
施
川
、

一
た。

一
ど
き
m
=
一ケ
川
か
ら
水
害
を
守

岡
幽
国
幽
・〈
廊
支
弁
川
〉
が
、

一

是
等
の
災
害
助
成
河
川
の
計
一
る
事
業
が
進
め
ら
れ
る
わ
け
で

F
内
h
備
忘
れ
る
こ
と
の
で

二
回

の

概

要

は

一

目

下

既

に

角

川

筋

の

金

山

谷

小

開
制
強
馳

き
な
い
昨
年
七
月

一

角

川

と

し

て

は

一

学

校

附

近

l
l片
貝
川
筋
は
山

闘
輔
麟
醐

一
日
の
宋
曾
有
の

一
古
鹿
熊
よ
り
下
流
河
口
ま
で
延

一
女
分
校
附
近
及
び
東
城
搭
附
近

1
F
i
l
a
大
出
水
で
、
市
左

一
畏
九
千
二
百
米
位
で
事
業
費
は

一
の
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

し
て
十
政
億
円
に
上
る
被
害
を

一
約
一

億
一

千
万
円
を
も
っ
て
川

一
い
る
。

号
け
た
の
で
あ
る
が
そ
の
後
、

一.巾
を
ひ
.ろ

げ
曲
折
を
少
な
く
す

一

然
し
工
事
が
実
施
せ
ら
れ
る

市
畢
げ
て
の
復
興
は
着
々
そ
の

一
る。

一
に
首
つ
て
は
潰
地
問
題
等
が
金

一
成
果
を
み
て
い
る
し
寸
叉
何
れ

一

片

貝

川

一己
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

一
も
災
害
助
成
河
川
と
し
て
探
決

一
寂
橋
主
り
下
流
天
神
橋
ま
で
延

一
沿
岸
の
方
々
の
御
苦
痛
は
誠
に

一
さ
れ
て
い
る
。
然
し
災
害
個
所

一
畏
九
千
百
米
位
で
事
業
費
が
約

一
忍
び
難
い
も
の
で
あ
る
が
、
殴

一
を
復
旧
す
る
だ
け
で
な
く
そ
れ

一
五
億
=
一千
万
円

一
修
の
川
巾
は
水
理
上
紹
射
的
必

一に
合
せ
て
今
後
の
融
壁
一
出
水
時

一

布

施

川

一
要
な
も
の
が
あ
る
の
で
、
災
害

一
に
最
も
危
険
な
個
所
か
ら
夫
々

一
左
岸
黒
襟
よ
り
下
流
小
川
寺
迄

一
助
成
事
業
に
深
い
理
解
を
頂
い

一一舟
び
災
害
の
お
そ
れ
の
な
い
よ

一
右
岸
笠
破
よ
り
下
流
中
陣
迄
を

一
て
一
致
協
力
の
も

E
.
一
日
も

一
号
魚
津
市
将
来
百
年
の
計
そ
樹

一
延
畏
約
四
千
四
百
米
位
で
.
事
一
早
く
水
胞
の
恐
怖
の
な
い
平
和

一
て
る
事
が
Jm
っ
と
も

大

切

で

一
業
費
が
約
一

億
円
余
を
か
け
そ

一
な
産
業
都
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

討
議
川
曾
木

一

昭
和
二
十
入
年
魚
津
市
窮

f
一

一
回
臨
時
会
を
市
議
場
で

才

一

関
か
れ

K
。

発

一

議

事

日

程

|
一
、
会
報
鍛
署
名
識
員
選
患
の
件

i

二、

議
案
第
入
号
市
債
借
入
及

び
償
還
方
法
の
件

=
一
.
議
案
第
十
一
号
魚
樟
市
手

数
料
保
例
の
一
部
を
改
正

?

る
候
例
設
定
に
つ
い
て
、
(
開

出
証
明
書
が
一
逼
五
十
円
に
〉

四
.
議
案
第
十
二
号
寄
附
物
件

受
納
の
件

ハ
関
口
与
平
氏
か
ら
の
寄
贈
さ

れ
た
二
百
廿
二
加
の
図
書
)

玉
、
議
案
第
一
一
百
方
魚
樟
市
職
員

の
給
与
に
関
す
る
健
例
の
一

部
を
改
正
す
る
傑
例
の
設
定

に
つ
い
て

六
、
様
実
第
四
号
魚
津
市
長
、

助
役
及
び
牧
入
役
の
給
与
に
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，，E
也、

関
す
る
傑
例
の
一
部
改
正
す

る
傑
例
の
設
定
に
つ
い
て

七
、
議
案
第
五
号
魚
津
市
職
員

定
数
候
例
の
一
部
令
改
正
す

る
筏
例
の
設
定
に
つ
い
て

八
、
穏
案
第
一
号
魚
津
市
議
曾

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
排
償

支
給
傑
例
の

一
部
を
改
正
す

る
傑
例
設
定
に
つ
い
て

九
‘
議
案
第
二
号
魚
樟
市
議
会

議
員
及
び
魚
津
市
教
育
署
員

会
委
員
の
期
末
手
当
支
給
に

関
す
る
僚
例
設
定
に
つ
い
て

一0
.

議
案
第
七
号
昭
和
二
十
七

年
度
魚
津
市
歳
入
歳
出
追
加

更
正
予
算
(
第
九
回
分
)

二
、
蟻
案
第
九
号
昭
和
二
十
七

年
度
魚
話
市
闘
毘
健
康
保
険

事
業
歳
出
更
正
予
算

コ
寸
蟻
案
第
一
口
号
昭
和
二
十
七

年
度
魚
樟
市
閥
民
健
康
保
撤
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昭和 28年度市民税給奥所24
任史主主三笠 ili~ミ--:> ¥t二三22

ー ーまけども日賞歳俸が中昭人を
布頃じ贋‘=‘すたで会給奥 質 給あに和 出
の各二報申月提〉人支 f止、.、、つ給二 さ
強人月員告十出 も 錦 ・ 日 貨思 給た奥十 な
定宛ーを用車期 入 を 組 傭 金 給 料 入 所 七 け
。配日遁紙日日 り受なでハ、、 得年 れ

一

友

遵

に

一

~
呆
寄
斤

。、
~

、
2
1
-
F
E
F
4
u

、

一

建

ち

ま

す

一

か
ね
て
か
ら
待
ち
望
ん
で
い

た
市
立
保
育
所
愛
育
聞
は
、
市

宮
局
の
苦
心
正
、
市
民
み
な
さ

ま
の
熱
意

E
に
よ
っ
て
、
友
誼

地
内
の
西
部
申
学
校
裏
側
に
、

建
坪
一
二
ハ
坪
、
股
容
見
定
員

一
O
O名
の
園
舎
が
建
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
、
い
よ
い
よ

そ
の
工

事

が

着

手
さ
れ
ま
し

た。
長
い
間
不
自
由
を
忍
ん
で
き

た
同
闘
の
子
供
た
ち
も
来
る
四

月
か
ら
は
、
立
山
連
峯
を
一
望

に
眺
め
、
日
あ
た
り
の
よ
い
、

き
れ
い
な
空
気
の
な
か
で
、
心

ゆ
く
ば
か
り
繁
し
く
、
保
育
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、

ほ
ん
と
う
に
子
供
た
ち
に
と
っ

て
幸
爾
な
こ
主
で
あ
り
、
叉
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

直
営
診
佼
施
設
勘
定
歳
入
歳

出
遁
加
予
算
〈
第

一
回
)

一=一.
議
案
第
六
号
魚
津
市
退
職

年
金
及
び
退
職

一
時
金
傑
例

の
設
定
に
つ
い
て

一
回
、
森
林
行
政
計
画
樹
立
に
関

す
る
決
議
の
件

議
案
第
六
号
以
外
の
議
案
は
全

部
源
案
通
り
議
決
さ
れ
第
六
号

議
案
魚
樟
市
退
職
年
金
及
び
退

鞍
一
時
命
保
例
の
設
定
に
つ
い

て
は
嬰
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

一
一
夫
.
¥
丸
一
-森
林
行
政
計
一
四
樹
立
に

関
す
る
決
議

一

一

~--ut----i-~
市
首
局
は
こ
の
際
熱
意
を
以
っ
て
速
急
に
一

一
森
林
行
政
に
関
す
る
主
務
犠
員
を
充
質
し
、
議
林
行
政
に
つ

一

一
い
て
の
認
識
を
深
め
ら
れ
て
、
魚
津
市
の
諜
林
の
賀
情
に
即
一

一
し
た
る
大
森
林
事
業
計
画
を
樹
立
し
て
速
か
に
森
林
資
源
の
m

…
増
殖
に
寄
奥
せ
ら
れ
る
と
共
に
奥
地
森
林
地
帯
の
水
源
の
相
一

一
養
と
下
流
の
水
災
害
の
末
採
防
止
等
に
万
全
を
期
し
て
一
時
一

…
市
民
の
爾
祉
に
臆
え
ら
れ
ん
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
一

一

右

決

議

す

る

。

一

一

昭

和

二

十

八

年

一

月

二

十

日

魚

津

市

議

会

一
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すたわ沃望 じ原大まきどらを則すあ停こあ第とつ川掠方れ谷そ た及工兵の開下入入手 荒貫この野制せこお
べ地れ tc千た野梅まなんれ構よるりえのりに飲のに寺に・島の 0 栗事衛用さか口)し紀井流ので方 実 らのら
タ・とず土里とで寺に 屋 」たえか泉まら地空襲用用入野入遭尻二 回奉及水くらは四 J一周し地&;e施れ意れ
地し 最 地の傍あ野容敷との土つ 7~ すれです務水水つのり坂東は 甚 行 浅 測 し 約 片 月 峰 ハ 水 て 方 り 称 の 、 味 る
かて払で大えるはしのいで地たは G る最 0 をにがて東大の城古 太に尾量た二民換空さでいにます際明によ
と、平・任らか大て跡わし開の・こ所も な利こい部谷山儒田 がは市工大里谷工会 σ 、まはする・治ょう
思関手11i共陵れら海いもれよ拓で飲のに古 し用のるを川腹附用 命市兵事工有平し(九 覚 す二。よ上二つに
い拓に*地るそのま.たうの・用遜苅く て せ 地 が 質 をを近水 ぜ 瀬術 事事余樺ま西月女。つ う 下 十 て ・
ま史生にのよの如す今旧。先こ濃か安開 きら方‘流合組かで ら武‘行での字し紀工十その にに二野こ
す上活も 最 う 名 き。向蒙「顕こ概らのけ たれのこ上せつら・ れ左開早、山赤た一事二の用 な分年方の
。特で見も 広 が 隠 そ の 苅 と に に 湧 地 た の、溜のて・て取片 ま術さ川宮地岩。六に年一水 つれ町と地

企
業

診
断

制

度

の

活

用

企
業
診
断
制
度
の
普
及
と
、

-

E
す
る
と
き
は
そ
の
専
門
家

中
小
企
業
の
合
理
化
?
.
保
護
す

一

L

が
約
何
日
閥
、
総
合
的
に

る
た
め
中
小
企
業
阪
が
特
に
‘

一

交

は
.
部
門
的
に
調
査
分
析

本
制
度
を
奨
励
し
て

い
る
の
で
一

L
て
計
数
に
基
く
改
善
案
を

診
断
希
望
の
向
は
市
商
工
水
民一

作
り
、
最
終
日
に
工
員
.
経

へ
申
込
下
さ

い。

一

営

者

.
診
断
員
三
者
が
、
こ

筒
本
制
度
の
詳
細
事
項
は
次
一
の
改
善
実
に
つ
い
て
説
明
を

の

遁

り

。

一

き

い

た

後

意
見
の
交
換
会
を

つ

診

断

費
用

一

切

無

料

一

行

う

。

二
.
診
断
方
法

診
断
員
(
勝
一

一一一、
改
善
案
の
実
施
援
助

の
識
員
と
特
掠
技
術
を
必
要
一
企

業
診
断
の
結
果
そ
の
企
業

七
日
(
反
富
一
、

O
日
〉
に
節

滅
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
節
減
さ
れ
た
時
間
的
便
盆

を
.
男
子
一
日
の
努
賃
男
三

O

O
円
女
子
二
五

O
円
馬
六

0
0

円
と
仰
限
定
計
算
し
て
み
ま
す
と

質
に
大
き
い
額
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
叉
こ
の
余
剰
努
力
を
色

々
の
商
に
利
用
し
之
叉
多
大
の

政
盆
を
畢
げ
て
い
ま
す
。

さ
あ
皆
さ
ん
実
行
に
は
色
々
の

難
関
が
あ
り
ま
し
ょ
う
が
.
思

い
き
っ
て
一
一
階
か
ら
と
び
お
り

る
よ
う
な
気
持
ち
で
や
り
ま
し

ト
仇
え
J

O

明
まる

(
一
口
)
上
野
方
の
都

『
追
記
』

木
地
大
谷
山
の
南
方
一
高
地

に
笠
取
と
い
う
躍
が
あ
る
、
今

は
大
谷
か
ら
訟
倉
坪
野
に
演
ず

る
山
路
の
峠
で
、
今
か
ら
=
一
百

年
余
前
松
倉
郷
鹿
態
城
主
椎
名

右
衛
門
を
攻
撃
の
た
め
天
神
萩

城
に
い
た
上
彰
景
勝
は
、
兵
士

を
指
揮
し
て
こ
の
地
に
莞
掛
っ

た
際
、
指
呼
の
間
に
あ
る
鹿
熊

域
内
を
の
ぞ
含
み
た
時
.
笠
を

取
っ
た
所
と
言
偉
え
ら
れ
て
い

る
が
虞
疑
は
明
か
で
な
い
。
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お
ゐ
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a
a
2
Z来
安

一
』
月
十
一
日
(
日
)
一
市
議
曾
臨
時
曾
開
催

上
中
島
地
匝
市
勢
振
興
委
員
一
経
母
漁
港
修
築
並
び
に
早
月

・会

開

催

一

川

沿

岸

土

地

殴

良

陳

情

の

た

地
方
財
政
平
衡
交
付
金
等
陳
一
め
平
津
助
役
上
京

情

の

た

め

市

畏

上

京

一

全

=

十

日

(

火

)

全
+
=
日
ハ
月
V

一
農
嚢
協
同
組
合
懇
親
会
開
催

、故
秩
究
宮
薙
仁
親
王
殿
下
御
一
出
漁
団
結
成
準
備
会
開
催

葬

儀

一

全

=

十

一

日

(

水

〉

全

十

三

日

(

火

〉

一

片

民

川

、

角

川

改

修

の

件

に

出
漁
団
結
成
準
備
雲
員
会
開
一
っ
き
懇
談
会
開
催

催

一

瞬

監

査

委

員

J
耕
地
災
害
地

級
地
郡
上
促
進
協
議
曾
を
市
一
規
察
の
た
め
来
市

役

所

で

開

催

一

滴

井

金

津

財

務

局

融

資

課

長

全

十

軍

日

ハ

木

)

一

衆

市

成

人

の

日

一

全

=

+

=

日

(

木

〉

市
長
上
京
申
の
憎
脚
本
日
間
腰
一
道
下
小
学
校
々
舎
増
築
竣
工

各
地
匝
毎
に
成
人
式
を
畢
行
一
式
暴
行

無
線
遁
信
士
養
成
講
習
曾
開
一
工
場
敷
地
委
員
会
開
催

詩

式

畢

行

一

遺

族

援

護

事

務

打

合

会

開

催

全

十

六

日

(

金

〉

一

全

=

十

三

日

ハ

金

〉

魚
津
地
匝
市
勢
顕
興
委
員
会
一
加
積
地
匝
市
勢
振
興
委
員
会

開

催

一

開

催

全
，
十

七

日

(

土

〉

一

遺

族

会

役

員

曾

開

催

市

議

曾

内

議

会

開

催

一

全

=

+

亙

日

(

日

)

全

十

八

日

(

日

〉

一

昭

和

二

十

七

年

度

農

林

水

産

片
貝
地
匝
市
勢
振
興
委
員
会
一
業
冬
期
基
本
調
査
訓
練
会
開

開

催

一

催

全
十
九
日
ハ
月
〉

メも
Yず

l 埼L
必

、昔

、作‘

i9:t湯島税如地;
徽耕協~1 ・、、μ 1~8

自発行

山
昭
和
二
十
八
年
度
新
予
算
に
計
上
さ
る
早
月
川
合
叫

ん
口
用
水
事
業
「
回
、
三
千
三
百
七
十
町
歩
」
が
う
ん

~

る

ほ

う

。

~

待
ち
望
ん
で
い
た
早
月
川
地

一
て
.
用
水
量
の
節
減
を
は
か
り

-
早
月
加
積
、
北
加
積
、
東
加
積

匝
用
水
改
良
事
業
が
農
林
省
の
一
皐
腿
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る

一
中
加
積
、
酉
加
積
、
山
加
積
、
上

年
一
二
十
八
年
度
新
規
事
業
と
し
て
一
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ

一
候
.
宮
川
の
各
村
や
水
橋
町
等

8

一
新
予
算
に
取
上
げ
ら
れ
、
近
く

一
っ
て
潟
水
時
の
皐
魁
に
悩
計
早

一
を
加
え
そ
れ
に
右
岸
の
魚
津
市

2
一
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
一
月
川
地
直
の
約
三
、
ニ
一
七
。
町

一
を
加
え
て
米
作
一
万
三
千
四
百

荊
一
た
。

一歩
を
う
る
ほ
し
、
増
産
を
計
つ

一
石
の
増
牧
と
な
り
、
魚
津
市
だ

昭
-
こ
れ
は
早
月
川
左
右
爾
岸
用
一
て
度
業
経
営
の
安
定
を
期
そ
う

一
け
で
も
約
千
七
百
石
も
増
収
で

水
に
よ
り
濯
概
さ
れ
石
も
の
で
て
と
す
る
も
の
で
、
か
ね
て
よ
り

一
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

取
水
極
め
て
困
難
な
、
各
用
水

一
要
望
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
一
向
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各
関

を
連
絡
統
一
し
取
水
設
備
を
完

一

今
回
そ
れ
が
実
現
の
運
び
と

一
係
市
町
村
当
局
を
は
じ
め
、
各

金
に
す
る
と
共
に
、
流
水
客
土
一
な
っ
た
が
、
こ
れ
が
完
成
す
れ
一
関
係
者
の
献
身
的
努
力
に
よ
る

に
よ
っ
て
、
漏
水
田
を
な
く
し
-
ば
左
岸
の
滑
川
町
、
潰
加
積
、
一
も
の
で
あ
り
ま
す
。

に
備
え
て
あ
り
ま
ず
か
ら
「

世
帯
主
」
の
印
を
も
っ
て
来

て
下
さ
い
。

。
十
四
日
間
以
内
に
届
出
を
し

な
い
と
失
期
唱
と
し
て
蓮
反

に
な
り
ま
す
。

何
時
も
確
実
に
届
け
て
自
分

の
公
簿
「
住
民
票
」
の
ち
が

い
が
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

1 月2 報

居。住。

出o民0

に登0

録。

広

し、

つ

て

ら
左
の
表
を
み
て
必
ず
そ
の

届
出
を
し
て
下
さ
い
1

。
他
町
村
へ
開
出
せ
ら
れ
る
方

は
必
ず
「
住
民
票
」
の
謄
抄

本
を
受
け
て
鴨
出
先
の
町
村

へ
届
出
し
て
下
さ
い
。

。
左
の
届
出
の
用
紙
は
市
役
所

A
V
住
民
管
録
は
七
月
一
日
の
一

盟
問
調
査
だ
け
で
す
ん
だ
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
A
V
迄
の
寄
留
制
度
が
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
配
給
と
同
様

に
、
居
る
と
こ
ろ
が
変
っ
た

り
身
分
上
の
変
更
が
あ
っ
た

シ
作
曲
@
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス

ト
ロ
シ
グ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
バ
シ

ド
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

@
グ
ア
イ
オ
り
シ
協
奏
曲
(
プ

ラ
1
ム
ス
作
曲
)

…
。
ナ
ト
コ
映
馬
会
開
催
希
…

望
の
申
込
に
つ
レ
て
…

一
月
度
ナ
ト
コ
映
罵
曾
を
開

催
希
望
の
方
は
、
二
月
八
目
指
一

に
市
教
育
委
員
会
叉
は
圃
書
館

に
申
込
み
下
さ
い
。
題
目
そ
の

他
に
つ
い
て
は
前
号
市
蹟
報
に

掲
裁
し
た
一
逼
り
で
あ
り
ま
す
。

市

八
V

園
書
舘
領
り

…
0
魚
津
市
立
図
書
館
協
議
…

…
会
の
設
置
と
同
協
議
会
委
い

日
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

嗣
書
館
法
第
十
六
僚
の
規
定

に
よ
り
闘
書
館
協
議
曾
が
設
置

さ
れ
、
同
時
に
同
協
議
会
の
委

員
が
こ
の
ほ
ど
敬
育
委
員
会
よ

り
左
記
の
方
々
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
向
こ
の
議
会
は
画
書
館

の
運
営
に
関
し
館
長
の
諮
問
に

臆
ず
る
と
与
も
に
、
聞
書
館
の

行
う
闘
書
館
奉
仕
に
つ
き
、
館

長
に
封
し
て
意
見
を
述
べ
る
機

関
で
あ
り
ま
す
。
私
濯
の
闘
書

館
と
し
て
皆
様
の
御
協
力
に
よ

り
盆
々
立
疲
に

L
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

。
図
書
館
協
議
会
委
員
氏
名

徳
田
志
武
美
氏
、
猿
倉
賢
次
郎

氏
、
石
崎
照
憲
氏
、
金
光
康
子
氏

藤
井
秀
信
氏
、
高
野
宗
雄
氏
.
能

沢
岩
雄
氏
、
平
崎
菊
太
郎
民
、
木

下
庄
作
氏
、
朝
野
次
七
氏
.
田
浦

と
め
氏
‘
木
下
章
氏
、
高
麗
政
一

氏
、
岩
崎
健
正
氏
‘
松
岡
庄
之
助

氏
、
小
林
弘
作
民
、
中
山
常
密
氏

富
居
圧
作
民
.
宮
内
孝
正
氏
.
中

尾
政
一
氏

。

催

し

も

の

第
四
十
三
固
定
期
レ
コ
ー
ド

コ
シ
サ

1
ト
の
開
催

と
き
二
月
七
日
午
后
七
時

曲
目
。
バ
ラ
ー
ド
(
シ
ヨ
パ

…家
一畜
…と
…
サ
…
イ
ロ

…

わ
が
闘
で
は
一
震
の
施
設
で
あ
る
。

昭
和
四
.
五
年
一
普
遁
円
筒
型
の
セ
メ
シ
ト
製

の
農
業
不
況
以
一
の
も
の
が
用
い
ら
れ
、
中
型
で

来
之
が
訂
開
策
一
直
径
五
尺
、
深
さ
入
尺
、
小
型

と
し
て
有
畜
農
業
が
叫
け
わ
れ

一
は
三
尺
の
六
尺
で
あ
る
。
即
も

始
め
‘
農
業
経
営
の
聞
に
家
畜
一
生
草
類
を
サ
イ
ロ
内
に
詰
め
空

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
未
だ
日
一
気
を
迫
出
し
水
分
の
浸
入
を
防

浅
く
、
そ
の
技
術
面
に
於
い
て
一
ぎ
遁
首
の
酪
酵
を
な
き
し
め
保

も
僻
究
の
要
す
る
問
題
が
非
常
一
容
性
を
増
加
し
滑
化
唄
牧
を
可

に
多
く
近
年
飼
料
の
急
脆
に
比
一
良
な
ら
し
め
た
も
の
が
エ
シ
シ

較
し
て
畜
産
物
債
格
は
著
L
く
一
レ

1
ヂ
で
あ
る
。

・下
落
し
て
い
る
現
況
で
あ
る
。
一
伺
料
栽
培
に
於
て
子
実
を

吾
々
は
こ
の
試
練
の
と
き
に
富
一
生
産
す
る
場
合
よ
り
青
刈
し
て

っ
て
特
に
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
一
英
の
ま
ま
給
奥
す
る
か
叉
は
エ

と
は
ま
づ
飼
料
の
自
給
を
困
る
一
ン
シ
レ

1
ヂ
と
し
て
奥
え
た
方

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
飼
料
の
一
ノが
は
る
か
に
伺
粍
債
値
が
高
い

貯
蔵
施
設
と
し
て
昨
年
市
内
に
一
の
で
あ
っ
て
之
を
大
麦
に
つ
い

於
い
て
建
設
さ
れ
た
一
サ
イ
ロ
」

一
て
比
較
す
れ
ば
実
牧
二
石
四
斗

は
補
助
封
象
の
も
の
四

O
基、

一
と
し
て
搬
粉
慣
が
四
五
、
六

O

其
の
他
に
も
相
官
数
あ
る
な
ど
一

O
と
な
り
青
刈
六

o
o
jの
場

市
民
諸
氏
の
「
サ
イ
ロ
」
に
劃
一
合
は
七

0
.
二
O
Oと
な
る
。

す
る
認
識
の
高
ま
り
つ

L
あ
る
一
今
年
市
に
於
い
て
青
刈
飼
料

こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
朕
態
で
一
作
物
の
指
導
聞
を
一
町
四
反
歩

あ

る

。

一

設

置

し

て

之

が

普

及

を

闘

る

予

申
す
ま
で
も
な
く
「
サ
イ
ロ
」
一
定
で
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
度

は
経
済
的
飼
料
の
持
続
的
給
奥
一
に
お
い
て
も
是
非
サ
イ
ロ
を
設

法
と
し
て
生
草
類
及
び
緑
肥
用
-
置
さ
れ
飼
料
の
自
給
を
計
つ
で

作
物
専
を
漬
物
に
し
て
奥
え
る

一
頂
き
た
い
。
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主亡いけ一 酉|更津 |
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きた帯世場事| → |たへ子を ら
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生 l 以日変!十'k新| 日 住
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屈と正@出すてはで出 @な がと @註 三 二一 I~届
出きが右るる、世こぎ す 世 っ すーし届‘ 人、理、 、| 詰
る笠出に も帯れなる帯てるメ出 事者世世|るm義

文京;2喜兵22芸22幕接 件 埜帯 le出警
が いこ届理つきが屈に主則 本 官主| 右

届
出
先

事

件

本

人

届

出

期

間

(
い
つ
ま
で

届
出
る
か
〉

届
‘出

原

因

(
ど
う

1
た
と
き
届
出
る
か
〉

ハ
だ
れ
の
こ
と
か
〉

魚

新
に
住
所
を
定

表

あ

と

が

き

.
上
野
方
小
学
校
の
岩
崎
清
信

君
か
ら
電
気
が
つ
い
た
う
れ

し
さ
を
:
・
:
・

空
襲
以
燕
八
争
聞
の
あ
い
だ

暗
レ
一
フ
シ
プ
の
下
で
暮
L
て

居
り
ま
し
た
が
、
い
よ
ノ
¥

開
木
山
ス
キ
1
場
に
も
電
気

が
つ
く
上
う
に
な
る
と
聞
い

て
春
か
ら
待
も
に
待
っ
て
い

た
そ
の
日
か
参
り
ま
し
た
。
一

そ
れ
ま
で
の
関
学
校
の
友
達
一

に
も
山
に
電
気
が
来
て
い
な
一

い
か
ら
「
山
の
ザ
ル
、
山
の
一

サ
ル
」
と
云
わ
れ
た
時
も
度
一

び
度
び
あ
b

り
ま
し
た
と
電
気
一

が
つ
い
て
小
踊
り
し
た
様
子
一

が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
一

-
二
十
九
年
は
建
設
の
年
だ
。
一

・
同
じ
よ
う
に
魚
樟
市
も
「
熊
一

と
鰯
」
に
加
え
て
更
に
山
に
一

も
高
度
の
文
化
的
た
商
業
都
一

が
生
れ
る
だ
ろ
ろ
。

転
入

め
た
も
の

(震醤詔お)

魚津市長

〈市役所、各支所戸籍係で取り扱います〉

陸信
妄謹4

住
所
変
更
者

転
居

出

(第 13号)

住
民
票
の
記
載

届
変
更

事
項
変
更
者

1先

ヨ+

圏
外
に
移
住
す
る
目
的

で
住
所
を
去
る
と
き

移国
住外

(2)-

* 
* 


